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散田の地蔵半跏像 

矢田四如軒著「吉野邨領十景記行」より 

地
蔵
半
跏
像
と
石
動
修
験 

 

尾
田 

武
雄 

 

先
日
北
陸
石
仏
の
会
副
会
長
の
滝
本
や
す
し
氏
か
ら
電
話
が
あ
り
、
石
川
県
志
雄
町
散

田
の
元
十
村
役
の
旧
家
山
岸
宅(

通
称
弥
与
ど
ん)
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
中
世
の
石
造
物
の

地
蔵
半
跏
像
は
現
在
松
浦
氏
宅
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
元
あ
っ
た
と
さ
れ
る
愛
宕

社
に
戻
さ
れ
た
と
い
う
。
散
田
に
は
藩
政
期
に
は
氏
神
が
釈
迦
、
地
蔵
で
あ
り
、
山
伏
金

性
院
が
支
配
を
し
て
い
た
。
明
治
の
神
仏
分
離
で
、
神
体
で
あ
っ
た
本
地
仏
は
、
山
岸
氏

に
預
け
ら
れ
、
当
家
が
無
住
に
な
り
近
く
に
松
浦
氏
宅
が
保
管
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
私
が
調
査
に
入
っ
た
の
が
平
成
五
年
で
あ
っ
た
。
松
浦
家
で
は
ご
神
体
と
し
て

丁
重
に
管
理
さ
れ
て
い
た
。
桐
箱
に
入
る
そ
の
地
蔵
半
跏
像
は
光
背
の
左
半
分
が
欠
け
、

頭
部
も
右
半
分
が
欠
落

し
て
い
た
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
松
浦
繁
男

（
明
治
四
十
一
年
生
）

は
「
頭
が
欠
け
て
い
る

の
は
魂
が
抜
か
れ
て
い

る
た
め
だ
」
と
言
わ
れ
、

強
く
印
象
に
残
っ
て
い

る
。 

砺
波
地
方
や
能
登
半
島
広
く
造
像
さ
れ
る
こ
の
像
の
多
く
は
、
神
社
周
辺
で
見
か
け
る

こ
と
が
多
い
。
ま
た
砺
波
地
方
で
は
氷
見
市
の
薮
田
石
製
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

神
社
も
白
山
系
や
石
動
山
修
験
の
関
り
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

富
山
市
四
方
に
四
方
神
社
が
あ
る
。
元
は
石
動
大
宮
と
称
し
た
そ
の
由
来
書
「
田
島
家

の
旧
記
、
三
十
四
代
田
島
長
敏
」（『
四
方
郷
土
史
話
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

当
所
ノ
石
動
社
御
由
来
ハ
本
地
地
蔵
尊
ニ
テ
、
皇
女
現
ワ
レ
御
示
ニ
ハ
、
左
ニ
如
意

ノ
宝
珠
ヲ
御
持
、
右
ニ
金
剛
倫
ヲ
給
フ
御
像
ナ
リ 

石
動
社
の
本
地
仏
を
左
手
に
宝
珠
、
右
に
錫
杖
を
持
つ
延
命
地
蔵
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た

白
山
比
咩
神
社
が
あ
る
鶴
来
町
に
は
カ
タ
ガ
リ
地
蔵
と
言
わ
れ
る
半
跏
像
が
あ
る
。
こ
の

地
蔵
に
つ
い
て
「
白
山
諸
雑
事
記
」
（
『
白
山
比
咩
神
社
史
』
所
収
「
妙
法
の
石
室
と
石
窟

仏
」）
に
は
「
泰
澄
ノ
像
ヲ
彫
刻
セ
リ
、
今
カ
タ
ガ
リ
地
蔵
ト
呼
ヘ
リ
」
と
あ
る
。
十
四
世

紀
の
造
像
と
さ
れ
る
。 

 

神
社
周
辺
に
見
ら
れ
る

中
世
期
に
造
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
地
蔵
半
跏
像
は
、

砺
波
地
方
や
能
登
地
方
の

石
動
山
信
仰
の
流
布
の
強

さ
を
知
る
と
き
、
石
動
山

修
験
の
影
響
が
強
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
。 
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石坂 白山神社本殿内 二口 路傍の祠内 杉野屋 夢違観音参道の地蔵堂内 

石
川
県
旧
志
雄
町
の
半
跏
地
蔵 

 

滝
本 

や
す
し 

  

石
川
県
旧
志
雄
町(

現
在
の
宝
達
志
水
町
北
部)

に
、
中
世
の
石
造
半
跏
地
蔵
を
四
体
確

認
し
て
い
る
。
由
来
等
不
明
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
現
状
を
報
告
し
た
い
。 

 

①
宝
達
志
水
町
散
田 

愛
宕
神
社 

 

前
ペ
ー
ジ
の
尾
田
武
雄
氏
の
報
告
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
現
在
は
愛
宕
神
社
境
内
に

新
し
い
小
祠
が
建
て
ら
れ
、
松
浦
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
際
の
厨
子
が
そ
の
ま
ま
納
め
ら

れ
て
い
る
。 

 

②
宝
達
志
水
町
石
坂 

白
山
神
社 

 

石
坂
集
落
の
南
の
外
れ
に
白
山
神
社
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
本
殿
内
に
御
神
体
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
。
頭
部
が
削
り
落
と
さ
れ
、
錫
杖
や
宝
珠
も
欠
落
し
て
い
る
。
薮
田
石
製

で
、
高
さ
55

cm
、
幅
37

cm
。 

 

③
宝
達
志
水
町
二
口 

路
傍 

 

二
口
集
落
中
央
の
路
傍
に
木
造
の
祠
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
五
輪
塔
陽
刻
板
碑
二
基
と

共
に
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。
薮
田
石
製
で
、
頭
部
と
宝
珠
が
削
り
落
と
さ
れ
て

い
る
。
高
さ
55

cm
、
幅
35

cm
。 

 

④
宝
達
志
水
町
杉
野
屋 

夢
違
観
音
参
道 

 

杉
野
屋
集
落
の
外
れ
に
観
音
堂
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
神
仏
分
離
の
際
に
天
満
宮
か
ら

移
さ
れ
た
観
音
像(

夢
違
観
音)

が
祀
ら
れ
て
い
る
。
参
道
の
地
蔵
堂
内
に
五
輪
塔
や
如
来

形
座
像
な
ど
十
数
基
の
中
世
石
造
物
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
石
造
の
半
跏
地
蔵

が
み
ら
れ
る
。
砂
岩
製
で
、
首
か
ら
上
が
完
全
に
削
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。
天
満
宮
に
合

祀
さ
れ
た
白
山
神
社
か
ら
移
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
採
寸
し
て
い
な
い
。 

                            



3                 北陸石仏の会々報 第５９号   2019/12/20             

 

飛騨市西茂住 白山神社境内 富山市東猪谷 坂上隆市宅前 

明治増補諸宗佛像圖彙 十二宮より 

富
山
市
東
猪
谷
「
男
女
宮
」
の
双
体
道
祖
神 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
井 

一
雄 

 

富
山
県
富
山
市
の
北
陸
電
力
猪
谷
発
電
所
水
槽
の
下
隣
に
五
体
の
双
体
道
祖
神
が
祀
ら

れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
お
堂
が
あ
る
。
前
は
露
座
で
並
べ
て
あ
っ
た
が
二
度
に
わ
た
る
道

路
工
事
で
現
在
の
場
所
に
な
っ
た
と
い
う
。
お
堂
の
敷
地
は
、
後
ろ
の
家
、
坂
上
隆
市
家

の
地
所
で
全
体
を
坂
上
さ
ん
が
管
理
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
右
端
の
道
祖
神
は
坂
上
さ
ん
の

先
祖
が
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
坂
上
隆
市
さ
ん
談
。 

こ
の
場
所
は
「
サ
イ
ノ
カ
ミ
」
い
わ
れ
て
い
て
サ
イ
ノ
カ
ミ(

道
祖
神)

は
禁
忌
の
兄
妹

相
姦(

近
親
婚)

の
い
わ
れ
が
あ
り
、
道
の
下(

シ
モ)

側
に
安
置
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
言

わ
れ
る
。
左
端
の
道
祖
神
は
他
の
像
と
異
な
り
中
国
か
韓
国
風
の
衣
服
を
着
用
し
て
い
る
。

「
梵
字
キ
ャ
」
「
男
女
宮
」
「
大
正
六
年
建
立
」「
橋
場
キ
ク
」
の
刻
銘
が
あ
る
。 

建
立
者
の
橋
場
キ
ク
さ
ん
は
東
猪
谷
、
後
藤
家
の
先
祖
に
縁
あ
る
人
で
、
橋
場
は
薄
波

の
橋
番
人
を
し
て
お
ら
れ
た
木
地
家
の
屋
号
で
あ
る
。 

こ
の
像
と
そ
っ
く
り
な
道
祖
神
が
岐
阜
県
飛
騨
市
西
茂
住
白
山
神
社
境
内
に.

あ
る
。 

「
男
女
宮
」
と
は
星
曼
荼
羅
十
二
宮
の
一
つ
で
（
ナ
ン
ニ
ョ
キ
ュ
ウ)
と
読
む
。
星
曼
荼

羅
は
古
代
の
星
占
い
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
北
斗
曼
荼
羅
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
星
曼
荼

羅
供
養
は
平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。 

星
の
供
養
は
天
変
地
異
や
疫
病
な
ど
の
災
い
を
払
い
、
息
災
延
命
を
祈
る
。
星
曼
荼
羅

に
登
場
す
る
仏
様
は
、
一
字
金
輪
仏
頂
中
心
に
、
北
斗
七
星
、
九
曜
星
、
十
二
宮
、
二
十

八
宿
な
ど
が
あ
る
。
十
二
宮
は
春
分
点
を
起
点
と
し
黄
道
を
十
二
等
分
し
た
各
点
の
称
で
、

古
く
は
こ
れ
を
星
座
と
見
て
居
た
が
仏
教
に
於
て
は
、
こ
れ
が
人
類
の
禍
福
災
祥
を
左
右

し
人
の
運
命
を
支
配
す
る
力
が
籠
つ
て
い
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
。 

男
女
宮
は
双
子
座
で
芒
種
か
ら
夏
至
ま
で
を
い
う
。 

『
諸
宗
佛
像
図
彙
』
は
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ
た
仏
画
集
。
全
五
巻
土
佐
秀
信
画
。
元

禄
三
年
（
一
六
九
〇
年
）
の
刊
。 

如
来
、
菩
薩
か
ら
鬼
神
、
暦
神
、
習
合
神
に
至
る
ま
で
、
諸
仏
の
図
像
を
載
録
し
、
さ

ら
に
仏
具
祭
器
を
描
い
て
、
画
工
等
が
参
考
書
と
し
た
も
の
。 

石
工
さ
ん
た
ち
も
依
頼
さ
れ
た
石
仏
な
ど
を
作
る
時
に
参
考
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。 

道
祖
神
の
名
で
は
図
像
が
載
っ
て

い
な
く
「
男
女
宮
」
が
双
体
道
祖
神
に

ふ
さ
わ
し
い
と
お
も
っ
て
こ
の
石
像

を
つ
く
ら
れ
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。 
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富
山
市
婦
中
町
田
屋
の
「
聖
徳
太
子
二
歳
像
」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
井 

兵
英 

 

砺
波
地
方
の
「
聖
徳
太
子
南
無
仏
二
歳
像
」
の
由
来
と
分
布
に
つ
い
て
は
、
北
陸
石
仏

の
会
事
務
局
長
の
尾
田
武
雄
氏
が
詳
し
く
研
究
・
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
富

山
市
（
大
沢
野
町
）
松
野
の
石
黒
さ
ん
宅
の
よ
う
に
、
砺
波
か
ら
移
住
さ
れ
て
お
祀
り
さ

れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。 

先
日
、
婦
中
町
田
屋
の
杉
原
神
社
周
辺
を
歩
き
ま
し
た
。
杉
原
神
社
は
婦
負
郡
の
延
喜

式
内
七
社
の
一
つ
で
、
現
在
は
合
場
川
に
沿
っ
て
上
流
か
ら
、
八
尾
町
黒
田
、
婦
中
町
浜

子
、
婦
中
町
田
屋
の
三
社
が
あ
り
ま
す
。
田
屋
杉
原
神
社
の
北
側
、
吉
田
公
貴
さ
ん
宅
地

内
東
に
お
堂
が
あ
り
、
左
か
ら
聖
観
音
菩
薩
、
厨
子
に
入
っ
た
聖
徳
太
子
南
無
仏
二
歳
像
、

地
蔵
菩
薩
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
奥
さ
ん
が
庭
に
お
ら
れ
た
の
で
扉
を
開
け
て

写
真
を
撮
る
許
可
を
も
ら
い
「
何
か
太
子
像
の
謂
れ
は
？
」
と
聞
い
た
の
で
す
が
、「
先
祖

か
ら
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
け
ど
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

集
落
や
お
講
な
ど
の
辻
堂
で
は
な
く
、
吉
田
さ
ん
宅
一
軒
だ
け
で
お
祀
り
さ
れ
て
い
る

屋
敷
仏
の
よ
う
で
す
。
お
寺
は
八
尾
町
深
谷
の
曹
洞
宗
「
祇
樹
寺
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

吉
田
さ
ん
宅
の
像
も
、
尾
田
氏
の
著
書
『
と
や
ま
の
石
仏
た
ち
』
の
写
真
と
文
章
で
親
し

ん
で
い
た
聖
徳
太
子
二
歳
像
だ
っ
た
の
で
、
懐
か
し
い
よ
う
な
気
持
で
拝
観
し
た
の
で
す

が
、
な
ん
と
か
こ
の
像
の
由
来
を
知
る
手
が
か
り
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。 

婦
中
町
の
隣
町
、
八
尾
町
「
聞
名
寺
」
に
は
太
子
堂
が
あ
り
、
神
岡
常
蓮
寺
の
「
太
子

踊
り
」
と
も
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
北
側
の
八
尾
総
産
土
神
「
八
幡
社
」
は
、

葛
城
宮
司
の
祖
卜
丸
正
位
房
が
金
剛
堂
山
に
て
勧
請
し
た
蔵
王
権
現
と
聖
徳
太
子
を
祀
り
、

合
祀
さ
れ
た
八
尾
字
滝
谷
の
産
土
神
は
（
祭
神 

聖
徳
太
子
）
と
い
う
こ
と
も
気
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
婦
中
、
山
田
、
八
尾
の
山
間
部
に
は
木
の
「
う
ろ
」
に
祀
ら
れ
た
太
子
二
歳

像
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
古
い
時
代
の
太
子
信
仰
の
断
片
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。 

 

 

 

↓ 

中
央 

聖
徳
太
子
二
歳
像 

台
石
含
め 

 

高
さ
四
五
㎝
位 

首
が
修
理
さ
れ
て
い
る 

↓ 

左 

聖
観
音
菩
薩 

 

台
石
に
は
法
名
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る 

↓ 

右 

地
蔵
菩
薩
坐
像 

↓ 

堂
内
の
様
子 

↓ 

お
堂
の
外
観 

左
は
杉
原
神
社 
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滝の雨請堂にて記念撮影 

第
58
回
例
会
報
告 

福
井
県
旧
金
津
町
の
石
仏
め
ぐ
り 

 

尾
田 

武
雄 

  

令
和
元
年
十
月
六
日(

日
曜
日)

に
、
滝
本
や
す
し
氏
と
酒
井
靖
春
氏
の
車
に
便
乗
し
て

北
陸
高
速
道
を
走
り
、
ま
ず
滝
の
雨
請
堂
の
不
動
明
王
と
八
大
龍
王
を
拝
見
す
る
。
地
元

の
区
長
さ
ん
と
総
代
さ
ん
の
立
会
い
の
も
と
堂
内
に
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
集
落
は

ず
れ
の
小
高
い
山
の
頂
上
に
あ
り
三
間
四
面
の
木
造
の
御
堂
で
あ
る
。
し
っ
か
り
鍵
が
掛

け
ら
れ
、
滝
本
氏
の
ご
配
慮
に
よ
り
地
元
の
人
に
よ
り
開
け
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
中
央
に

不
動
明
王
立
像
が
あ
り
、
左
右
に
脇
侍
に
制
多
迦
童
子
と
矜
羯
羅
童
子
を
配
し
て
い
る
。

そ
の
横
に
並
列
し
て
、
八
大
竜
王
を
一
石
に
二
尊
を
刻
ん
で
い
る
。
浮
彫
り
で
あ
る
が
丸

彫
り
の
よ
う
な
厚
肉
彫
り
で
あ
る
。
滝
本
氏
の
調
査
の
深
さ
に
裏
付
け
ら
れ
適
切
な
説
明

に
、
納
得
と
感
動
を
受
け
た
。
今
回
例
会
の
最
大
の
拝
観
所
で
あ
っ
た
。 

 

路
傍
に
あ
る
滝
の
太
子
堂
は
明
治
二
十
五
年
五
月
に
建
立
さ
れ
た
と
聞
き
、
砺
波
地
方

の
聖
徳
太
子
南
無
仏
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
の
造
像
で
あ
り
、
職
人
の
人
び
と
に
よ
る
時

期
に
、
同
じ
よ
う
に
造
立
さ
れ
た
心
情
に
心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
多
賀
谷
左
近
三

経
墓
所
の
大
き
い
宝
篋
印
塔
に
感
動
し
、
笏
谷
石
製
の
六
地
蔵
の
大
き
さ
と
緻
密
で
き
れ

い
な
浮
き
彫
り
に
目
を
目
張
っ
た
。
山
十
楽
白
山
堂
の
本
殿
石
祠
の
中
に
垣
間
見
え
る
白

山
三
所
権
現
は
中
央
に
十
一
面
観
音
、
向
か
っ
て
左
に
阿
弥
陀
如
来
、
右
に
聖
観
音
が
笏

谷
石
に
浮
き
彫
り
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
石
祠
前
の
灯
籠
竿
に
「
白
山
妙
理
大
権
現 
寛
文

二
壬
寅
（
一
六
六
二
）
■
道
作 

五
月
十
八
日 

施
主
道
念
」
と
あ
る
。
山
十
楽
の
神
明

宮
本
殿
石
祠
の
雨
宝
童
子
を
拝
見
し
た
。
雨
宝
童
子
に
つ
い
て
は
清
王
金
峰
神
社
の
神
明

神
社
石
祠
内
の
、
雨
宝
童
子
も
拝
見
し
た
。
笏
谷
石
製
の
石
祠
前
に
は
、
日
月
の
窓
が
あ

り
そ
の
間
に
神
明
の
こ
と
で
あ
る
「
新
命
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
前
面
扉
の
左
右
に
は
「
元

和
四
年
（
一
六
一
九
）
六
月 

■
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
富
山
県
内
で
も
近
世
初
期
か
ら

伊
勢
信
仰
の
流
布
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
合
致
し
て
い
る
と
感
心
し
た
。 

 

熊
坂
の
路
傍
に
は
熊
坂
大
仏
の
向
か
い
に
小
堂
が
あ
り
、
そ
こ
に
所
狭
し
く
十
王
、
司

命
、
脱
衣
婆
、
半
跏
地
蔵
が
入
っ
て
い
る
。
十
王
の
首
は
、
ほ
ぞ
が
あ
り
さ
し
首
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
石
仏
で
十
王
が
こ
の
よ
う
に
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
あ
る
の
は
珍
し
く
、
北

陸
三
県
で
は
こ
こ
だ
け
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
造
像
に
意
図
は
分
か
ら
な
い
と
い
う
。 

 

最
後
に
宇
根 

畝
畦
寺
跡
に
行
く
。
畝
畦
寺
跡
に
行
く
道
に
は
イ
ノ
シ
シ
防
御
柵
が
し

て
あ
り
そ
れ
を
外
し
て
の
拝
観
で
あ
る
。
西
国
三
十
三
ヶ
所
観
音
や
泰
澄
大
師
、
烏
枢
沙

摩
明
王
に
お
会
い
し
た
。
ま
た
こ
の
地
方
で
は
珍
し
い
関
東
型
狛
犬
に
も
会
い
、
大
き
い

収
穫
で
あ
っ
た
。
帰
り
道
で
は
熊
に
出
会
い
、
滝
の
雨
請
堂
で
は
熊
蜂
、
高
速
道
路
で
は

猿
に
出
会
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
が
有
意
義
な
例
会
で
あ
っ
た
。
今
回
も
ま
た
滝
本
や

す
し
氏
の
御
案
内
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 
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地蔵 胎蔵界大日真言塔 不動明王 

五輪塔群 板碑群 

善光寺式阿弥陀三尊 鬼子母神 阿弥陀如来 

 

北陸石仏の会第５９回例会の計画 

 

次回の例会は石川県旧志雄町(現在の宝達志水町北部)の石仏めぐりを計画しています。 

２ページに掲載した半跏地蔵をはじめ、下記の石仏等を見学したいと考えています。 

詳細は４月上旬発行予定の次号でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和２年度の会費を同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です。 


